
や
ま
な
し

巻頭随想
市町村リレー まちづくり夢づくり
苦言提言
講演録
市町村の災害対応力の強化支援
防災新館整備等事業
市町村調査研究事業
がんばっていま～す。
電子自治体コーナー

　平成25年9月20日（金）から、1等・前後賞合わせて3億9,000万円が当たるオータムジャンボ
宝くじが発売されます。
　この宝くじの収益金は、全額市町村へ交付され、市町村の明るいまちづくりや環境対策、高齢
化対策など地域住民の福祉向上のために使われます。
　県内の市町村振興のため、県内の宝くじ売場でお買い求めください。
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シリーズ
ま・ち・自・慢

湯之奥金山博物館と湯之奥金山遺跡について
  

　「
湯
之
奥
金
山
」
は
、
中
山
・
内
山
・
茅
小

屋
の
３
つ
の
金
山
の
総
称
で
、
下
部
温
泉
郷
奥

の
「
湯
之
奥
」
集
落
を
更
に
奥
へ
入
っ
た
、
山

梨
と
静
岡
の
県
境
に
位
置
す
る
毛
無
山
山
中
に

存
在
し
、
平
成
9
年
9
月
に
甲
州
市
の
黒
川

金
山
遺
跡
と
と
も
に
、「
甲
斐
金
山
遺
跡
　
黒

川
金
山
・
中
山
金
山
」
と
し
て
国
史
跡
に
指
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
毛
無
山
は
山
梨
百
名
山
の一つ
で
も
あ
り
、

年
間
多
く
の
登
山
愛
好
者
が
訪
れ
ま
す
。
今
年

7
月
に
は
遺
跡
範
囲
内
の
全
7
か
所
に
金
山
遺

跡
解
説
看
板
を
設
置
し
、
さ
ら
に
現
地
も
わ
か

り
や
す
く
な
り
ま
し
た
。

　
湯
之
奥
金
山
遺
跡
を
中
心
に
、〝
戦
国
時
代

の
鉱
山
作
業
と
、
そ
こ
に
暮
ら
し
た
人
々
の
生

活
の
様
子
〞を
紹
介
し
て
い
る
専
門
博
物
館
が
、

「
甲
斐
黄
金
村
・
湯
之
奥
金
山
博
物
館
」で
す
。

シ
ア
タ
ー
、ジ
オ
ラ
マ
展
示
室
、資
料
展
示
室
、

ま
た
、
鉱
山
作
業
の
ひ
と
つ
「
汰
り
わ
け
」
を

実
体
験
で
き
る
砂
金
採
り
体
験
室
も
併
設
さ
れ

て
い
ま
す
。
開
館
以
来
、
全
国
か
ら
年
間
約
２

万
人
の
お
客
様
を
お
迎
え
し
、
ま
た
、
こ
ど
も

金
山
探
険
隊
や
砂
金
掘
り
大
会
、
東
西
中
高

砂
金
掘
り
大
会
、
化
学
実
験
教
室
、
親
子
映

画
観
賞
会
、見
学
バ
ス
ツ
ア
ー
、『
金
山
史
研
究
』

の
発
刊
な
ど
、
年
間
を
通
じ
て
大
人
か
ら
子
供

ま
で
、
幅
広
い
年
代
層
で
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト

も
展
開
し
て
い
ま
す
の
で
、
博
物
館
に
も
遺
跡

の
現
場
に
も
足
を
運
ん
で
く
だ
さ
い
。
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まち自慢

山梨らしさを求めて
内閣官房地域活性化統合事務局参事官　宇野　善昌

おもてなしの心
大月市長　石井由己雄巻頭随想02

苦言提言08

市町村調査研究事業
38
35

韮崎市市町村リレー04

■表紙写真　富士河口湖町の富士山と月見草　

電子自治体コーナー40
42 はつらつ！！市町村職員
44 市町村振興協会たより

編集後記
時の人

がんばっていま～す。

32 自 治 Q & A

市町村の災害対応力の強化支援28
防災新館整備等事業30

講演録24

身延町

特集「富士山世界文化遺産」09
特集1 世界遺産「富士山」の保存整備について10
特集2 世界遺産登録と地域活性化について12
特集3 千円札の本栖湖から世界文化遺産の本栖湖へ14

16 特集4 富士山世界遺産天然記念物日本名水百選【忍野八海】

18 特集5 世界遺産を活かしたまちづくりを目指して

20 特集6 世界遺産「富士山」と共に歩む鳴沢村

22 特集7 富士山世界文化遺産登録までの道のりと今後の展望

　「富士には月見草がよく似合ふ」文豪太宰治
が昭和13年頃、富士河口湖町の天下茶屋に滞
在中の創作活動を通じてうまれた一言です。
 　雄大な富士山と湖畔沿いに咲く月見草は時代
が流れてもその調和を保ち続け、多くの人を魅了
しています。　　　　　　       ［富士河口湖町提供］
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大
月
市
は
山
梨
県
の
東
部
に
位
置
し
、首
都
東
京
へ
は

東
に
80
㎞
、県
都
甲
府
市
へ
は
北
西
に
40
㎞
に
位
置
し
て

い
ま
す
。

　

中
央
本
線
や
中
央
自
動
車
道
、国
道
20
号
に
よ
り
東
京

方
面
へ
と
つ
な
が
っ
て
お
り
、富
士
急
行
線
や
中
央
自
動

車
道
富
士
吉
田
線
、国
道
1
3
9
号
に
よ
っ
て
、富
士
北

麓
方
面
、甲
府
盆
地
方
面
へ
の
分
岐
点
と
し
て
、古
く
か

ら
交
通
の
要
衝
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
域
の
9
割
近
く
を
山
林
が
占
め
、豊
か
な
緑
や
清
流

な
ど
美
し
い
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
、「
旧
5
0
0
円
札
の

富
士
山
」と
し
て
も
有
名
な「
雁
ケ
腹
摺
山
」な
ど
、市
内

の
山
々
か
ら
の
富
士
山
の
眺
望
が
素
晴
ら
し
い
こ
と
か

ら
、平
成
4
年
に
は
富
士
山
の
眺
望
が
特
に
美
し
い
市
内

12
の
山
頂
を「
秀
麗
富
嶽
十
二
景
」に
選
定
し
、大
月
市
出

身
の
世
界
的
に
有
名
な
山
岳
写
真
家「
白
籏
史
朗
」氏
を

審
査
員
長
と
し
た
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
を
毎
年
開
催
し
、大

月
市
の
山
々
か
ら
見
え
る
素
晴
ら
し
い
富
士
山
を
市
内

外
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
き
ま
し
た
。

　

近
年
は
、本
格
的
な
登
山
で
は
な
く
、身
近
に
あ
る
山

を
気
軽
に
楽
し
ん
だ
り
、森
林
浴
を
目
的
と
し
た
い
わ
ゆ

る
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
を
さ
れ
る
方
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

本
市
で
は
、東
京
都
心
か
ら
中
央
本
線
で
わ
ず
か
1
時

間
と
い
う
ア
ク
セ
ス
の
良
さ
を
生
か
し
た
企
画
を
J
R

東
日
本
・
山
梨
県
と
の
協
賛
に
よ
り
、市
内
6
駅（
梁
川
・

鳥
沢
・
猿
橋
・
大
月
・
初
狩
・
笹
子
）を
拠
点
と
し
た
魅

力
あ
る
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
を
設
定
し
、多
く
の
皆
さ

ま
方
に
訪
れ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、多
く
の
国
民
が
長
年
待
ち
望
ん
で
お

り
ま
し
た
富
士
山
の
世
界
文
化
遺
産
登
録
が
去
る
6
月

22
日
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
遺
産
委
員
会
に
お
い
て
決
定
さ

れ
ま
し
た
。

　

日
本
の
宝
で
あ
る
富
士
山
が
選
ば
れ
た
こ
と
は
、誠
に

喜
ば
し
く
、本
市
と
し
て
も
富
士
山
の
世
界
文
化
遺
産
登

録
を
多
い
に
歓
迎
す
る
と
共
に
支
援
す
る
た
め
、美
し
い

富
士
山
が
望
め
る
秀
麗
富
嶽
十
二
景
の
一
つ
で
あ
り
、市

民
に
も
っ
と
も
親
し
ま
れ
身
近
な
存
在
と
な
っ
て
い
る

「
岩
殿
山
」の
中
腹
に
あ
る「
岩
殿
山
ふ
れ
あ
い
の
館
」1

階
の
白
簱
史
朗
写
真
館
を
3
ヶ
月
間
無
料
開
放
し
、白
籏

「
お
も
て
な
し
の
心
」

石
井 

由
己
雄 

大
月
市
長

石井由己雄  （大月市長）

昭和22年1月9日	 大月市笹子町生まれ。
昭和44年4月　	 石井工業株式会社入社
昭和63年9月　	 同社代表取締役社長就任、	

平成19年6月　退社
その間、平成15年5月から平成19年5月　
社団法人山梨県建設業協会会長を務めた。
平成19年8月	 大月市長就任
	 現在2期目　66歳

PROFILE

秀麗富嶽１２景写真コンテスト第２０回最優秀賞(雁ヶ腹摺山)　躍動
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先
生
の
撮
影
し
た
迫
力
あ
る
十
二
単
衣
を
ま
と
っ
た
富

士
山
の
写
真
を
多
く
の
方
々
に
見
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

4
月
30
日
の
国
際
記
念
物
遺
跡
会
議（
イ
コ
モ
ス
）の

勧
告
以
来
、富
士
山
五
合
目
や
周
辺
観
光
地
が
賑
わ
い
、

中
央
本
線
や
富
士
急
行
線
の
乗
降
客
増
加
に
伴
い
、大
月

駅
前
に
あ
る
観
光
案
内
所
で
の
対
応
が
通
常
よ
り
も
増

え
た
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

特
に
富
士
山
の
山
開
き
を
向
か
え
た
7
月
の
大
月
駅

前
に
は
、週
末
は
も
ち
ろ
ん
、平
日
で
も
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ

ク
を
背
負
っ
た
登
山
者
が
増
え
、そ
の
中
に
は
外
国
人
の

方
々
が
増
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、観
光
案
内
所
に
外
国
語

の
堪
能
な
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
配
置
し
、市
内
や
富
士

山
、山
梨
県
の
観
光
情
報
を
、丁
寧
に
ご
案
内
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、大
月
駅
を
富
士
山
方
面
へ
の
乗
り
継
ぎ

駅
と
し
て
利
用
さ
れ
る
多
く
の
方
々
へ「
お
も
て
な
し
の

心
」を
持
っ
た
温
か
い
対
応
や
、賑
わ
い
の
あ
る
街
づ
く

り
に
繋
げ
る
取
り
組
み
と
し
て
、大
月
市
観
光
協
会
や
大

月
市
商
工
会
な
ど
市
内
26
団
体
の
関
係
者
と
協
議
し
、世

界
遺
産
が
登
録
さ
れ
た
日
に
は
、大
月
駅
前
や
大
月
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
付
近
に
富
士
山
世
界
文
化
遺
産
登
録
の

お
祝
い
と
本
市
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
懸
垂
幕
や
幟
旗
の
設

置
を
行
い
、大
月
駅
前
に
お
い
て
は
市
民
と
共
に「
登
山

の
無
事
」と「
大
き
な
ツ
キ
が
あ
る
よ
う
に
」と
願
い
を
込

め
、餅
つ
き
を
行
い
、市
内
外
か
ら
訪
れ
た
方
々
や
外
国

人
の
方
々
と
一
緒
に
お
祝
い
い
た
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、富
士
急
行
線
大
月
駅
の
ホ
ー
ム
で
は
、地
産
地

消
や
観
光
を
P
R
し
た
市
内
業
者
に
よ
る
駅
弁
の
販
売

を
始
め
る
な
ど
、今
後
、多
く
の
経
済
効
果
が
見
込
ま
れ

る
も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
今
年
は
、山
梨
県
内
に
お
い
て
国
民
文
化
祭
が

初
の
通
年
開
催
と
し
て
盛
大
に
開
催
さ
れ
て
お
り
、本

市
に
お
い
て
も
2
月
の「
大
月
市
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ

モ
ニ
ー
」を
皮
切
り
に
、「
秀
麗
富
嶽
十
二
景
写
真
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
」、6
月
の「
阿
波
踊
り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
・

ス
テ
ー
ジ
バ
ー
ジ
ョ
ン
」や
、大
月
市
の
夏
の
風
物
詩
と

な
っ
て
お
り
ま
す「
か
が
り
火
市
民
祭
り
」で
は
、「
阿
波

踊
り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
・
ス
ト
リ
ー
ト
バ
ー
ジ
ョ
ン
」と

題
し
、多
く
の
観
光
客
に
訪
れ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。

　

今
後
10
月
に
は
、伝
統
を
引
継
ぐ
人
形
芝
居
の
祭
典

「
人
形
芝
居
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」を
開
催
す
る
予
定
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

近
年
の
観
光
客
が
求
め
て
い
る「
ふ
れ
あ
い
を
求
め
る

観
光
」に
対
し
て
、「
お
も
て
な
し
」の
提
供
を
す
る
た
め
、

大
月
市
を
は
じ
め
観
光
関
連
団
体
、交
通
事
業
者
、各
種

団
体
及
び
市
民
が
参
加
し「
お
も
て
な
し
の
心
あ
ふ
れ
る

魅
力
あ
る
大
月
市
」の
実
現
を
め
ざ
し
て
、「
お
お
ツ
キ

し
・
心
あ
っ
た
ま
る
お
も
て
な
し
の
心
推
進
協
議
会（
通

称
：
大
月
市
お
も
て
な
し
推
進
協
議
会
）」を
設
立
し
、定

期
的
に
意
見
交
換
を
行
い
、情
報
の
共
有
化
を
図
る
活
動

や
街
な
か
ク
リ
ー
ン
作
戦
な
ど
美
化
活
動
も
実
施
し
て

お
り
ま
す
。

　

今
後
も
、行
楽
シ
ー
ズ

ン
の
春
と
秋
に「
お
も
て

な
し
推
進
月
間
」な
ど
の

各
種
活
動
を
通
じ
、大
月

市
を
訪
れ
る
方
々
や
世
界

文
化
遺
産
と
な
っ
た
富
士

山
へ
向
か
う
方
々
に「
富

士
の
眺
め
が
日
本
一
美
し

い
街
」と
し
て
市
民
の
皆

さ
ま
と
共
に「
お
も
て
な

し
の
心
」を
持
っ
て
お
迎

え
い
た
し
ま
す
の
で
、緑

豊
か
な
大
月
市
に
お
越
し

下
さ
い
。

阿波踊りフェスティバル

追分の人形芝居
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かつての甲州街道38番宿場町・韮崎宿（現在の本町通り）
　韮崎市では、甲州街道の宿場町としての歴史を背景に、まちなか活性化策の一環として、平成23年度より『のれんのある
まちづくり』事業に取り組んでいます。

連
綿
と
受
け
継
が
れ
て
き
た
自
然
と

歴
史
に
抱
か
れ
た

『
武
田
の
里
・
に
ら
さ
き
』

　

八
ヶ
岳
か
ら
の
風
、鳳
凰
三
山
の
懐
に
包

ま
れ
、富
士
山
を
仰
ぐ
甲
府
盆
地
の
西
端
に

位
置
す
る
韮
崎
市
。時
の
流
れ
が
創
り
あ
げ

た
七
里
岩
の
先
端
に
広
が
る
地
形
に
は
、縄

文
・
弥
生
時
代
の
文
化
や
戦
国
武
将
の
歴
史

が
息
づ
い
て
き
ま
し
た
。

　

韮
崎
市
は
、古
く
か
ら
人
と
文
化
が
行
き

交
う
交
通
の
要
衝
、甲
州
街
道
の
宿
場
町
と

夢
と
感
動
の
テ
ー
マ
シ
テ
ィ 

に
ら
さ
き
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し
て
栄
え
て
き
ま
し
た
。周
囲
に
は
雄
大
な

南
ア
ル
プ
ス
、八
ヶ
岳
、「
日
本
百
名
山
」の

著
者
、深
田
久
弥
氏
終
焉
の
地
・
茅
ヶ
岳
、

そ
し
て
世
界
文
化
遺
産
に
も
登
録
さ
れ
た
霊

峰
富
士
山
と
い
っ
た
日
本
の
名
峰
が
聳
え
立

ち
、韮
崎
市
が
他
に
誇
る
大
自
然
の
パ
ノ
ラ

マ
が
３
６
０
度
に
展
開
し
ま
す
。

　

ま
た
、武
田
家
が
氏
神
と
し
て
崇
拝
し
た

武
田
八
幡
宮
や
信
義
公
の
菩
提
寺
で
あ
る
願

成
寺
、勝
頼
公
が
自
ら
火
を
放
っ
た
悲
運
の

城
・
新
府
城
な
ど
、武
田
家
ゆ
か
り
の
史
跡

が
市
内
の
い
た
る
と
こ
ろ
に
点
在
す
る『
武

田
家
発
祥
の
地
』で
も
あ
り
ま
す
。

『
サ
ッ
カ
ー
の
ま
ち
・
に
ら
さ
き
』の

歴
史
と
風
土
を
活
か
し
た

ま
ち
づ
く
り

　

大
正
12
年
、韮
崎
中（
現
韮
崎
高
校
）の
初

代
校
長
で
あ
っ
た
堀
内
文
吉
氏
が「
八
ヶ
岳

お
ろ
し
の
吹
き
す
さ
ぶ
当
地
で
は
、テ
ニ
ス

や
水
泳
は
無
理
だ
。蹴
球
が
一
番
適
し
て
い

る
。」と
蹴
球
を
校
技
に
し
、昭
和
２
年
に
赴

任
し
た
岩
崎
鋭
市
郎
氏
に
監
督
就
任
を
命
じ

た
の
が
、サ
ッ
カ
ー
の
名
門
・
韮
崎
高
校
の

始
ま
り
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。そ
の
後
、指
導

者
や
選
手
の
不
断
の
努
力
に
よ
り
、出
場
し

た
各
種
大
会
で
数
々
の
優
勝
を
果
た
し
、全

国
に「
山
梨
に
韮
高
あ
り
」と
名
を
轟
か
せ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

昭
和
50
年
８
月
、全
国
高
校
総
合
体
育
大

会
が
東
京
・
埼
玉
・
茨
城
・
山
梨
の
一
都
三

県
で
開
催
さ
れ
る
に
あ
た
り
、「
と
に
か
く

サ
ッ
カ
ー
は
韮
崎
、こ
う
い
う『
サ
ッ
カ
ー
の

ま
ち
』で
大
会
を
開
催
す
れ
ば
、必
ず
成
功
す

る
だ
ろ
う
。」と
い
う
、全
国
の
関
係
者
の
強

い
要
望
が
あ
っ
て
、韮
崎
市
開
催
が
決
定
さ

れ
ま
し
た
。こ
う
し
た
経
過
を
踏
ま
え
て
、以

来
、『
サ
ッ
カ
ー
の
ま
ち
・
に
ら
さ
き
』が
誕

生
し
ま
し
た
。大
正
・
昭
和
初
期
か
ら
続
く

韮
崎
市
の
サ
ッ
カ
ー
の
伝
統
は
、八
ヶ
岳
か

ら
吹
き
つ
け
る
強
風「
八
ヶ
岳
お
ろ
し
」と
い

う
風
土
と
韮
崎
市
に
生
き
る
人
々
の
努
力
と

精
神
が
結
び
つ
き
、

今
日
ま
で
育
ま
れ
て

い
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
は
個
人

の
心
身
の
健
全
育
成

や
豊
か
な
人
生
に
必

要
不
可
欠
な
も
の
で

あ
る
と
同
時
に
、元

気
な
ま
ち
を
創
造
す

る
た
め
の
大
き
な
エ

ネ
ル
ギ
ー
と
可
能
性

を
秘
め
て
い
ま
す
。

　

韮
崎
市
に
お
い
て

は
、歴
史
に
培
わ
れ

た
サ
ッ
カ
ー
文
化

を
、か
け
が
え
の
な

い
特
色
あ
る
財
産
と

し
て
捉
え
、世
代
や

性
別
を
超
え
て
サ
ッ

カ
ー
を
楽
し
み
、競

技
を
通
じ
た
交
流
機

会
の
拡
大
を
図
る
な
ど
、あ
ら
ゆ
る
分
野
や

産
業
な
ど
、多
種
多
様
な
面
か
ら
構
成
さ
れ

る「
サ
ッ
カ
ー
の
ま
ち
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
プ
ラ

ン
」を
策
定
し
、サ
ッ
カ
ー
を
核
と
し
た
魅
力

あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、ヴ
ァ
ン
フ
ォ
ー
レ
甲
府
の
ホ
ー
ム

タ
ウ
ン
の
一
員
と
し
て
、優
先
的
に
使
用
可

能
な
主
た
る
練
習
会
場
を
提
供
し
、県
内
外

か
ら
多
く
の
サ
ッ
カ
ー
フ
ァ
ン
を
誘
客
す
る

こ
と
に
よ
る
地
域
活
性
化
に
も
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

武田の里にらさきサッカーフェスティバル
　競技力の向上とスポーツを通じた健康・教育の推進及び交流を深めることを目的に開催する、毎年
恒例のサッカーフェスティバル。
　今回で33回目を迎えた伝統ある大会として、全国各地から各カテゴリーの選手が韮崎市に集う。

夢と感動のテーマシティにらさきのイメージキャラクター“ニーラ”
　2009年、韮崎市制施行55周年を記念して、韮崎市を舞台にした1冊の絵
本が誕生しました。そこに登場する主人公のニーラは、神さまのお使いで、夢
をかなえる不思議なカエルです。
　以来、各種イベントやキャンペーン、ユーチューブ動画で韮崎市をPRするな
ど、韮崎市のゆるキャラとして地域活性化に一役買っています。
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し
遂
げ
た
偉
大
な
功
績
を
伝
え
続
け
て
い
く

た
め
の「
親
子
で
学
ぶ
フ
ォ
ー
ラ
ム
」を
開
催

し
、生
涯
を
通
じ
て
、生
ま
れ
育
っ
た
ふ
る
さ

と
に
誇
り
と
愛
着
を
持
ち
続
け
ら
れ
る
よ
う

な
施
策
の
推
進
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

人
が
集
う
、交
流
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

　
市
民
文
化
の
創
造
、

　
交
流
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の

　
拠
点
づ
く
り

　
市
街
地
の
拡
大
化
に
伴
い
、大
規
模
商
業
施

設
の
郊
外
進
出
が
進
行
す
る
な
か
、平
成
21

年
３
月
に
は
、昭
和
59
年
10
月
の
開
業
以
来
、

Ｊ
Ｒ
韮
崎
駅
前
で
ま
ち
な
か
の
賑
わ
い
の
創

出
の
中
心
的
役
割
を
果
た
し
て
き
た
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
が
、営
業
を
終
了
し
ま
し

た
。一
方
で
、同
年
４
月
に
は
、韮
崎
駅
東
側
に

阪
急
、東
宝
、宝
塚
歌
劇
団
な
ど
の

創
始
者
・
小
林
一三
翁
生
誕
の
ま
ち

　
ふ
る
さ
と
の
偉
人
に
学
ぶ
―

　

阪
急
、東
宝
、宝
塚
歌
劇
団
な
ど
の
創
始
者

と
し
て
知
ら
れ
る
小
林
一
三
は
、明
治
６
年
１

月
３
日
、現
在
の
韮
崎
市
本
町
の
商
家
、布
屋

に
生
ま
れ
ま
し
た
。慶
應
義
塾
を
卒
業
後
、三

井
銀
行
を
経
て
関
西
で
鉄
道
事
業
に
関
わ
り
、

鉄
道
沿
線
の
住
宅
地
開
発
や
タ
ー
ミ
ナ
ル
デ

パ
ー
ト
、動
物
園
、遊
園
地
等
の
創
設
な
ど
、現

代
に
も
通
用
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
次
々

と
展
開
さ
れ
た
偉
大
な
実
業
家
で
す
。

　

一
三
翁
の
生
誕
１
３
５
周
年
に
当
た
る
平

成
20
年
、『
夢
と
感
動
の
テ
ー
マ
シ
テ
ィ
に
ら

さ
き
』の
実
現
を
目
指
し
、「
市
民
協
働
に
よ

る
新
し
い
創
造
力
を
備
え
た
人
が
集
ま
る
賑

わ
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」を
進
め
る
た
め
、

一
三
翁
の
生
涯
に
学
ぶ
官
民
協
働
の
研
究
会

『
逸
翁
す
み
れ
会
』が
立
ち
上
が
り
ま
し
た
。

以
来
、一
三
翁
の
ゆ
か
り
の
地
を
巡
る「
ふ
る

さ
と
学
習
散
歩
」や
講
座
、学
習
会
の
開
催
な

ど
、様
々
な
事
業
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
折
し
も
、本
年
が
一
三
翁
生
誕
１
４
０
周
年

の
記
念
す
べ
き
年
に
あ
た
る
こ
と
か
ら
、山
梨

県
を
舞
台
に
繰
り
広
げ
ら
れ
る
第
28
回
国
民

文
化
祭『
富
士
の
国
や
ま
な
し
国
文
祭
』に
お

い
て
、小
林
一
三
・
保
阪
嘉
内
の
世
界
展
を
開

催（
９
月
１
日
～
11
月
10
日
＝
韮
崎
市
民
交
流

セ
ン
タ
ー
）し
、一
三
翁
生
誕
の
地
・
に
ら
さ

き
と
し
て
の
情
報
を
全
国
に
発
信
す
る
ほ
か
、

将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
も
、一
三
翁
が
成

市町村リレー

「
ラ
イ
フ
ガ
ー
デ
ン
に
ら
さ
き
」が
オ
ー
プ
ン

し
、新
た
な
集
客
力
に
よ
る
人
の
流
れ
が
、周

囲
に
波
及
し
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。こ
う
し
た
な
か
、『
韮
崎

市
第
６
次
長
期
総
合
計
画
』に
お
い
て
、Ｊ
Ｒ

韮
崎
駅
周
辺
地
区
に
つ
い
て
は
、生
涯
学
習
・

文
化
・
産
業
・
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
機
能
と

公
共
施
設
が
集
積
し
た
、賑
わ
い
の
あ
る「
ま

ち
な
か
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
」と
し
て
、韮
崎

市
の
玄
関
口
に
ふ
さ
わ
し
い
土
地
利
用
の
転

換
を
促
進
し
、新
た
な
活
動
拠
点
の
創
出
に
よ

る
都
市
機
能
の
充
実
と
と
も
に
、旧
宿
場
町
と

し
て
の
歴
史
的
空
間
や
文
化
施
設
等
の
融
合

に
よ
る
、中
心
市
街
地
へ
の
賑
わ
い
の
再
生
を

目
指
す
こ
と
を
施
策
の
一
つ
に
掲
げ
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
経
過
を
踏
ま
え
て
、市
民
の
主
体

的
な
生
涯
学
習
活
動
・
文
化
芸
術
活
動
を
幅

広
く
支
え
る
場
、あ
ら
ゆ
る
世
代
が
集
い
、交

流
し
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を
楽

し
む
場
と
し
て
、地
域
情
報
発
信

セ
ン
タ
ー
や
図
書
館
、子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
な
ど
、様
々
な
機
能

を
集
約
し
た
、市
民
参
加
型
の
新

た
な
拠
点
と
し
て
オ
ー
プ
ン
し
た

の
が
、韮
崎
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

『
ニ
コ
リ
』で
す
。

　

ニ
コ
リ
は
、平
成
23
年
９
月
の

オ
ー
プ
ン
以
来
、多
く
の
皆
さ
ん
に

支
え
ら
れ
、今
日
ま
で
約
65
万
人
の

方
が
来
館
す
る
な
ど
、韮
崎
市
の
新

し
い
交
流
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
、連
日

賑
わ
い
を
見
せ
て
い
ま
す
。

韮崎市民交流センター「ニコリ」
　愛称「ニコリ」は公募により決定し、韮崎市の「ニ」を前面に持って
くるとともに、韮

4

崎市民交流
4 4

センターの文字の各部分からとってい
ます。市民や来訪者、子育て中の親子など、大勢の人が“ニッコリ”と
して集い、学び、活動し、さらに賑わいを創り出しながら交流してい
くようにという願いが込められています。
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将
来
を
担
う
子
ど
も
を

の
び
の
び
育
む
ま
ち
づ
く
り

　
子
ど
も
が
健
や
か
に
生
ま
れ
、安
心
し
て
育

児
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
は
、現
代
社
会
に
お

い
て
最
も
重
要
な
施
策
の
一
つ
で
す
。

　

そ
こ
で
、韮
崎
市
に
お
い
て
は
、中
学
３
年

生
ま
で
の
子
ど
も
医
療
費
無
料
化
や
親
子
が

気
軽
に
安
心
し
て
過
ご
せ
る
場
、子
育
て
中
の

皆
さ
ん
が
お
互
い
の
悩
み
を
相
談
し
な
が
ら
、

交
流
を
深
め
る
場
と
し
て
の
時
間
と
空
間
を

提
供
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
、屋
内
施
設
と

し
て
は
県
内
で
も
最
大
級
の
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
の
整
備
な
ど
、子
育
て
環
境
の
充
実
に

努
め
て
き
ま
し
た
。

　
引
き
続
き
、韮
崎
市
保
育
園
再
編
整
備
計
画

に
基
づ
き
、ま
ず
は
平
成
26
年
度
中
の
完
成
を

目
途
に
、木
の
ぬ
く
も
り
が
漂
う
木
造
建
築
の

新
保
育
園
建
設
に
着
手
す
る
な
ど
、子
育
て
・

教
育
環
境
の
整
備
・
充
実
を
積
極
的
に
推
進

し
、子
ど
も
を
の
び
の
び
育
む
社
会
の
実
現
を

目
指
し
ま
す
。

ニコリ内に整備した子育て支援センター
　市内はもとより、近隣市からも連日、多く
の親子連れが訪れている。

地
域
資
源
を
活
か
し
た

協
働
の
ま
ち
づ
く
り

　
『
ま
ち
づ
く
り
』は
、地
域
文
化
や
風
習
、生

活
環
境
、そ
の
時
々
の
社
会
・
経
済
情
勢
な
ど
、

暮
ら
し
を
取
り
巻
く
あ
ら
ゆ
る
要
素
を
総
合

的
に
検
討
し
な
が
ら
進
め
て
い
く
も
の
だ
と

考
え
ま
す
。

　

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め

に
は
、そ
こ
に
住
む
住
民
が
、自
ら
の
ま
ち
が

保
有
す
る
様
々
な
魅
力
に
気
づ
き
、ま
ち
の
将

来
を
真
剣
に
考
え
、自
ら
行
動
す
る
こ
と
が
重

要
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
に
も
、韮
崎
市
で
は
地
域
資
源

や
人
材
を
活
か
し
た
、官
民
協
働
に
よ
る「
一

町
一
ブ
ラ
ン
ド
」事
業
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。一
例
と
し
て
穂
坂
町
ふ
る
さ
と
協
議
会
に

よ
る
、地
元
特
産
品
の
ぶ
ど
う
を
活
用
し
た

『
ヴ
ァ
ン
・
穂
坂
』

（
マ
ス
カ
ッ
ト
ベ

リ
ー
Ａ
を
使
用
し

た
赤
の
ス
パ
ー
ク

リ
ン
グ
ワ
イ
ン
）

や『
ビ
ジ
ュ
ー
・

ド
・
穂
坂
』（
宝

石
の
よ
う
に
美
し

い
手
作
り
の
ジ
ャ

ム
）、『
ソ
レ
イ
ユ
・
ド
・
穂
坂
』（
コ
ン
ポ
ー

ト
タ
イ
プ
の
ジ
ャ
ム
）の
開
発
や
穴
山
町
ふ
れ

あ
い
ホ
ー
ル
運
営
協
議
会
に
よ
る
、同
町
出
身

の
童
謡
詩
人
・
権
藤
は
な
よ（
童
謡
た
な
ば

た
さ
ま
の
作
詞
者
）の「
た
な
ば
た
さ
ま
の
詩

碑
」建
立
に
よ
る
、地
域
の
Ｐ
Ｒ
活
動
な
ど
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

７
月
７
日
の
七
夕
の
日
に
行
わ
れ
た
詩
碑

の
除
幕
式
で
配
ら
れ
た
小
冊
子
の
あ
と
が
き

に
は
、『
権
藤
は
な
よ
の
功
績
を
郷
土
の
誇
り

と
し
、末
永
く
顕
彰
し
、地
域
活
性
化
に
役
立

て
る
こ
と
が
、我
々
に
課
せ
ら
れ
た
使
命
で
あ

る
』と
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、住
民
の
な
か
に
ま
ち
づ
く
り

の
当
事
者
と
し
て
の
自
覚
と
責
任
が
芽
生
え
、

自
ら
が
積
極
的
に
係
わ
っ
て
い
く
こ
と
が
、魅

力
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
に
は
必
要
不
可
欠

な
要
素
だ
と
思
い
ま
す
。

お
わ
り
に
…

　
韮
崎
市
で
は
、市
民
と
行
政
が
と
も
に
手
を

携
え
、韮
崎
市
が
目
指
す
将
来
都
市
像
を
持
続

的
に
成
長
す
る『
夢
と
感
動
の
テ
ー
マ
シ
テ
ィ

に
ら
さ
き
』と
定
め
、す
べ
て
の
市
民
が
夢
を

持
ち
続
け
、感
動
す
る
こ
と
が
で
き
る
ま
ち
の

創
造
を
目
指
し
て
、家
族
の
絆
・
地
域
の
絆
・

韮
崎
市
を
訪
れ
る
人
々
と
の
絆
を
大
切
に
し

な
が
ら
、引
き
続
き
、そ
れ
ぞ
れ
が
喜
び
を
共

有
し
て
い
た
だ
け
る
、美
し
く
、人
・
地
域
が

輝
く
、魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

ヴァン・穂坂

ビジュー・ド・穂坂
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平
成
20
年
7
月
か
ら
ま
る
４
年
間
、私

は
、甲
府
市
副
市
長
と
し
て
甲
府
市

に
赴
任
し
て
い
ま
し
た
。そ
の
間
、宮
島
市

長
を
始
め
市
役
所
職
員
の
方
々
に
は
大
変

お
世
話
に
な
り
、ま
た
、多
く
の
素
晴
ら
し

い
方
々
と
出
会
う
こ
と
が
で
き
、本
当
に
充

実
し
た
日
々
を
送
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
紙
面
を
お
借
り
し
て
、あ
ら
た
め
て
深

く
感
謝
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

赴
任
中
や
退
任
の
際
に
は
、ソ
ト
者
か
ら

み
た
甲
府
と
い
う
こ
と
で
、し
ば
し
ば「
甲

府
の
印
象
は
？
」と
い
う
質
問
を
受
け
ま
し

た
。こ
れ
に
私
は
い
つ
も「
と
て
も
贅
沢
な
ま

ち
」と
答
え
て
い
ま
し
た
。こ
れ
は
偽
ら
ざ

る
私
の
印
象
で
す
。甲
府
で
は
、毎
日
、南
に

霊
峰
富
士
、西
に
は
南
ア
ル
プ
ス
連
峰
を
拝

む
こ
と
が
で
き
、素
晴
ら
し
い
景
観
を
楽
し

む
こ
と
が
で
き
ま
す
。ま
ち
な
か
で
は
、普

通
の
銭
湯
で
か
け
流
し
の
温
泉
が
楽
し
め

ま
す
。日
照
時
間
は
日
本
一
だ
し
、普
通
の

水
道
水
で
さ
え
と
て
も
美
味
し
い
。食
べ
物

も
、桃
、葡
萄
、す
も
も
、サ
ク
ラ
ン
ボ
と
、最

高
級
の
果
物
が
あ
り
、私
の
大
好
き
な
甲
州

ワ
イ
ン
が
あ
り
ま
す
。武
田
信
虎
公
以
来

5
0
0
年
の
重
厚
な
歴
史
を
有
し
、ミ
レ
ー

館
を
始
め
と
す
る
素
晴
ら
し
い
文
化
資
産

も
あ
り
ま
す
。そ
れ
か
ら
、サ
ッ
カ
ー
の
J
1

に
所
属
す
る
ヴ
ァ
ン
フ
ォ
ー
レ
甲
府
は
、県
下

全
て
の
市
町
村
が
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
と
し
て
支

え
る
県
民
の
チ
ー
ム
で
す
。

　

こ
ん
な
に
誇
る
べ
き
こ
と
の
多
い
贅
沢

な
ま
ち
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、市
民
に

「
甲
府
っ
て
ど
ん
な
ま
ち
で
す
か
？
」な
ど

と
聞
く
と
、「
甲
府
な
ん
か
何
に
も
な
い
よ
」

と
い
う
答
え
が
普
通
に
返
っ
て
き
ま
す
。こ

れ
は
と
て
も
残
念
な
こ
と
で
す
。も
っ
と
我

が
ま
ち
に
自
信
と
誇
り
を
持
っ
て
ほ
し
い
と

い
つ
も
感
じ
て
い
ま
し
た
。

　

既
に
日
本
は
人
口
減
少
・
超
高
齢
化
の

道
を
歩
み
始
め
て
い
ま
す
。す
な
わ
ち
、日

本
全
体
と
し
て
経
済
が
縮
小
し
て
い
く
時

代
に
入
っ
て
お
り
、減
少
し
て
い
く
パ
イ
を
奪

い
合
う
都
市
間
競
争
は
厳
し
さ
を
増
し
て

い
き
ま
す
。そ
う
し
た
中
、14
年
後
に
は
リ
ニ

ア
中
央
新
幹
線
が
開
通
す
る
見
込
み
で
す
。

品
川
や
長
野
、岐
阜
、名
古
屋
と
30
分
以
内

で
結
ば
れ
る
こ
と
に
な
れ
ば
、山
梨
に
と
っ
て

こ
れ
ら
の
都
市
と
の
競
争
は
、非
常
に
厳
し

い
も
の
に
な
る
で
し
ょ
う
。東
京
や
名
古
屋

と
同
じ
こ
と
を
し
て
い
て
勝
て
る
わ
け
が
あ

り
ま
せ
ん
。こ
れ
か
ら
は
、東
京
や
名
古
屋

に
は
な
い
魅
力
づ
く
り
を
目
指
し
、如
何
に

山
梨
ら
し
い
ま
ち
・
地
域
づ
く
り
を
し
て
い

く
か
が
重
要
で
す
。

　
た
だ
、現
状
は
、必
ず
し
も
そ
う
は
な
っ
て

い
ま
せ
ん
。こ
れ
ま
で
東
京
と
同
じ
よ
う
な

華
や
か
さ
を
享
受
し
よ
う
と
、ミ
ニ
東
京
を

目
指
し
て
き
た
結
果
、山
梨
ら
し
さ
の
感
じ

ら
れ
な
い
、言
い
方
を
変
え
れ
ば
、わ
く
わ
く

し
な
い
ま
ち
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
面
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。

　

で
は
、ど
う
す
る
か
。「
甲
府
な
ん
か
何

も
な
い
よ
」な
ん
て
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。ま

ず
、山
梨
の
魅
力
を
も
う
一
度
見
つ
め
な
お

し
、掘
り
起
こ
す
こ
と
で
す
。そ
の
上
で
、そ

れ
を一
生
懸
命
磨
く
こ
と
。更
に
は
、そ
う
し

て
見
つ
け
て
磨
い
た
地
域
資
源
や
人
材
を
つ

な
ぎ
、外
に
向
け
て
発
信
し
て
い
く
こ
と
。こ

れ
を
、県
下
の
全
市
町
村
挙
げ
て
行
う
こ
と

が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。実
は
、こ
う
し
た
、

自
ら
の
魅
力
を
見
つ
め
る
こ
と
、お
互
い
が
連

携
す
る
こ
と
、外
に
向
け
て
発
信
す
る
こ
と

は
、い
ず
れ
も
、私
が
見
る
と
こ
ろ
、山
梨
県

民
が
と
て
も
不
得
意
で
あ
っ
た
分
野
で
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、最
近
、甲
府
市
役
所
職

員
に
よ
る「
み
な
さ
ま
の
縁
を
と
り
も
つ
隊
」

や「
こ
う
ふ
食
倶
楽
部
」を
挙
げ
る
ま
で
も

な
く
、そ
う
い
う
活
動
は
、市
町
村
職
員
の

方
々
や
ま
ち
な
か
の
問
題
意
識
を
も
っ
た
若

者
を
中
心
に
広
が
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

私
は
、こ
う
し
た
活
動
が
も
っ
と
裾
野
を

広
く
展
開
さ
れ
て
い
け
ば
、素
晴
ら
し
い
地

域
資
源（
宝
）を
た
く
さ
ん
有
す
る
山
梨
県

が
発
展
し
な
い
わ
け
が
な
い
と
確
信
し
て
い

ま
す
。皆
様
に
は
、山
梨
へ
の
誇
り
と
自
信

を
持
っ
て
、山
梨
ら
し
さ
を
追
求
し
て
い
っ
て

い
た
だ
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

山
梨
ら
し
さ
を
求
め
て

苦 言
提 言

Kugen Teigen yoshimasa  uno
宇野  善昌
内閣官房地域活性化統合事務局参事官

（前甲府市副市長）


